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生涯学習野生動物

野生動物対策の状況 問農林課林業振興室

野生鳥獣専門員

☎０１６７ （56） 2174 生涯学習の 窓 教育・文化・スポーツの
ホットな情報をお届けします。

問教育委員会社会教育担当
☎0167 （56） 2183

すでにほとんどの個体が冬ごもりに入っているも

のとみられます。これは通常、痕跡や目撃などの活

動情報が途切れることで間接的に察せられるだけで

すが、今期は酪農学園大学の調査で、電波標識を装

着した２個体のうち１頭が、トマム山で11月27日ご

ろには早くも穴に入ったことがわかりました。いま

１頭は通信不良で見失っていますが、12月14日まで

は活動していたことが分かっています。

令和３年は市街地付近への出没対応、農業被害対

応は多かったものの、幸い人身被害なく終えること

ができました。皆さまのご努力の成果であると思い

ます。また新たな研究により次々と発見もありま

した。日頃の情報

収集の結果と併せ、

広報紙やイベント

等を通じて皆さま

にお伝えしてまい

ります。

10月から12月の累計は、一般の入猟対応が11回19

日間、北海道のエゾシカ捕獲技術研修が８回16日間、

シカ捕獲数17頭となりました。研修では道内各地か

ら27人の捕獲従事者が来村し、猟区の枠組みや処理

施設を活用して技術習得に励みました。

社会教育事業のご紹介
教
育
委
員
会
の
仕
事
に
は

『
社
会
教
育
』
と
『
学
校
教
育
』

が
あ
り
ま
す
。

学
校
教
育
は
『
学
校
で
の
子

ど
も
た
ち
の
教
育
』
を
担
当
し

ま
す
が
、
一
方
の
社
会
教
育
は

『
学
校
教
育
以
外
の
す
べ
て
の

教
育
』
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
学
校
を
卒
業
し
た
成

人
後
の
学
び
や
就
学
前
の
学

び
、
児
童
生
徒
の
放
課
後
や
休

日
の
学
び
な
ど
を
含
む
非
常
に

幅
広
い
分
野
で
、
生
涯
学
習
と

も
い
わ
れ
ま
す
。

人
生
１
０
０
年
時
代
と
い
わ

れ
る
昨
今
、
急
激
に
変
化
し
て

い
く
社
会
で
暮
ら
し
て
い
く
に

は
、
学
校
だ
け
で
な
く
生
涯
に

わ
た
っ
て
学
び
続
け
て
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
よ
う
な
中
で
、
「
大
人

だ
け
ど
習
い
事
や
新
し
い
こ
と

を
始
め
て
み
た
い
」「
退
職
し

た
け
ど
今
ま
で
の
経
験
を
何
か

に
活
か
し
た
い
」「
休
日
に
子

ど
も
た
ち
に
思
い
っ
き
り
体
験

活
動
を
さ
せ
て
み
た
い
」
と
い

っ
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
ニ
ー
ズ
や

課
題
に
応
え
て
い
く
の
が
社
会

教
育
の
仕
事
で
す
。

ま
た
、
こ
う
し
た
『
個
人
の

学
び
』
を
促
し
、
そ
れ
を
み
ん

な
で
共
有
し
て
交
流
し
な
が
ら

盛
り
上
げ
て
い
く
こ
と
で
地
域

全
体
を
元
気
に
し
て
い
く
こ
と

も
社
会
教
育
に
求
め
ら
れ
る
役

割
で
す
。

し
か
し
、
こ
れ
だ
け
幅
広
い

分
野
の
事
業
す
べ
て
を
、
行
政

だ
け
で
企
画
、
管
理
し
て
実
行

し
て
い
く
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。
地
域
の
皆
さ
ん
の
参
画
や

協
力
の
も
と
で
成
り
立
っ
て
い

ま
す
。
昨
年
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
で
大
変
な
中
、
多
く
の

方
々
か
ら
お
手
伝
い
を
頂
き
ま

し
た
。
こ
の
場
を
借
り
て
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
社
会
教
育
で
は
、
皆

さ
ん
の
事
業
へ
の
意
見
や
ア

イ
デ
ア
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。
村
民
の
皆
さ
ん
の
中
に
、

「
こ
ん
な
こ
と
を
し
て
み
た
い
」

「
み
ん
な
で
地
域
を
盛
り
上
げ

た
い
」
そ
ん
な
想
い
を
お
持
ち

の
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た

ら
、
社
会
教
育
担
当
☎
０
１
６

７
（
５
６
）
２
１
８
３
ま
で
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

村の狩猟者養成事業により、阿部貴裕さん（字中

央）が捕獲従事者に加わりました。今後、他の従事

者とともに技術の研鑽に努めながら、地域の野生鳥

獣対策に励んでいただきます。ご承知のほど、よろ

しくお願いします。

◆その他◆

こちら駐在所です 問占冠駐在所

☎０１６７ （56） 2110

冬道における交通事故の防止
ストップ・ザ・交通事故～めざせ　安全で安心な北海道～

余裕を持った運転を

冬道は天候や道路状況により渋滞が発生し、目的

地までに時間がかかります。目的地までの天気や

道路の状況を事前に把握して、時間に余裕を持っ

て出発しましょう。

スピードダウンと慎重な運転を

冬道では、スリップによる正面衝突などの交通事

故が多発しています。特に日かげや橋の上、トン

ネルの出入り口は滑りやすくなっていますので、

スピードダウンと道路状況に合わせた慎重な運転

を心がけましょう。

『急』のつく運転操作は危険

急発進、急ハンドル、急ブレーキといった『急』

のつく運転操作はスリップにつながり大変危険と

なりますのでやめましょう。

交差点に注意

雪山で見通しが悪い交差点などでは、「車が来て

いるかもしれない」「歩行者が横断するかもしれな

い」と予測して、徐行して安全確認を徹底しまし

ょう。

悪天候に注意

吹雪や大雪など悪天候時の運転は、吹きだまりや

視界不良による立ち往生等の危険が伴いますの

で、不要な外出は控えまし

ょう。やむを得ず車で外出

するときは、事前に道路情

報を確認するとともに、防

寒具やスコップ等を準備し

ましょう。

【
社
会
教
育
事
業
に
つ
い
て
】

●
村
の
行
事
の
企
画

（
村
民
ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
・
文
化
祭
・
成
人

式
な
ど
）

●
自
主
創
造
プ
ロ
グ
ラ
ム

（
村
民
の
皆
さ
ん
が
企
画
し

た
事
業
を
社
会
教
育
担
当
が

サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
）

●
ス
ポ
ー
ツ
活
動

（
学
校
開
放
事
業
・
野
球
場

や
プ
ー
ル
と
い
っ
た
体
育
施

設
の
管
理
・
子
ど
も
水
泳
教

室
な
ど
）

●
公
民
館
活
動

（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
の

開
放
・
各
種
講
座
の
企
画
・

無
料
公
設
塾
・
英
会
話
教
室

な
ど
）

●
芸
術
・
文
化
活
動

（
巡
回
劇
場
公
演
・
図
書

室
・
ブ
ッ
ク
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
・
文
化
団
体
へ
の
補
助
金

な
ど
）

●
地
域
学
校
協
働
活
動

（
学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
・
放
課
後
キ
ッ
ズ
ス
ペ
ー

ス
な
ど
）

エゾシカ

ヒグマ

12月中は農地での活動が徐々に減り、林内を中

心とした冬の行動パターンに移りました。捕獲は概

ね順調です。昨年の１月は例年になく多くのシカが

見られ、捕獲数も増えました。今年はどうなるか、

注視しているところです。

◆猟区の入猟対応について◆


